
皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線１２0２）

この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

制作に携わった平舘高家政科学科の生徒、教諭ら

ラグビーＷ杯醸成に一役
平舘高生がラグビージャージ制作で応援

　平舘高家政科学科の生徒３人は、スクラムいわて
フィフティーンのマスコットキャラクター「ありん
ちゃん（八幡平市）」と「しずくちゃん（雫石町）」が着用
するラグビージャージを約1カ月かけて制作し、２月
17日にW杯2019釜石開催実行委員会へ引き渡しました。
　いわて・かまいしラグビー応援団に応募し、制作に
携わったのは山本千紗さん、畠山望恵さん、伊藤瑠華
さん（当時３年生）。３人は「キャラクターのイメージに
合わせて制作できた」と笑顔を浮かべていました。

平舘小の卒業生一人一人に卒業証書が手渡されました

感謝の心を込めて「遥か」を合唱する安代中卒業生

学びやを巣立つ卒業生
市内の小中学校1４校で卒業証書授与式を挙行

　市内の小中学校14校の卒業証書授与式は、３月12日
の安代中を皮切りに19日まで行われました。
　安代中では、保護者や先生、在校生が見守る中、卒
業生29人が「この地球のどこかで」と「遥か」の 2 曲を、
３年間の集大成として合唱。学校で培った力と絆を胸
に将来に向かって進むことを誓い、学びやを後にしま
した。
　ことしの市内小中学校の卒業生は、小学校が10校
176人、中学校は４校198人の計374人でした。
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市消防団第36分団に小型動力ポン
プ付積載車が引き渡されました
（３月18日、市役所前）

「キセキドラゴ」お披露目
地元の観光について学ぶ授業（平舘高校）

　平舘高校家政科学科コミュニティデザインコース
の２年生７人は３月９日、仙台市で行われた十和田
八幡平観光物産フェアで、市の観光名所「八幡平ドラ
ゴンアイ」をイメージした創作スイーツ「キセキドラ
ゴ」の試食会とアンケート調査を行いました。
　生徒らは、地元の観光資源やＰＲ方法について学ぶ
とともに、市内外の飲食店の協力を得て試作や研究を
重ねてきており、今回の調査結果を今後の商品開発に
生かそうと、意欲的に試食を呼び掛けていました。

志高き自衛官を目指す
市自衛隊入隊(校)予定者激励会

　市自衛隊入隊（校）予定者激励会は３月１０日、市役
所多目的ホール棟で行われ、市内出身の入隊（校）予
定者８人を、家族や関係者ら約4０人が激励しました。
　東日本大震災で、自衛隊と看護師の活躍を目にし
たことをきっかけに、入校を志した防衛医科大学校
看護学科入学予定の佐々木茉

ま み

実さん＝若谷地＝は
「同じ志を持つ仲間と互いに支え合いながら、自衛官
としての気品と誇りを胸に日々努力することを誓い
ます」と決意を述べました。

３月8日で100歳を迎えられた阿部
ヨシさん＝畑２区＝これからもお
元気で（３月8日、あしろ苑）

事前合宿3種目で合意
ルワンダオリンピック組織委と現地協議

　ルワンダ共和国の国立オリンピック組織委員会ム
ニャバギシャ会長らと市職員は２月22日、現地委員会
で、ルワンダ選手の事前合宿について協議しました。
　ホストタウンに関する覚書に基づき、今年夏に予
定される事前合宿の日程、選手団構成、移動方法な
どを協議したもので、陸上長距離、自転車ロード、
ビーチバレーボールの３種目、計2１人の参加で基本
合意したほか、同委員会から国旗を授与されました。
国旗は事前合宿や、市民との交流会で掲げる予定です。組織委員会のあるアマホロスタジアムにて記念撮影

入隊（校）予定者を代表してあいさつする佐々木さん（中央左）

キセキドラゴを手渡し第一印象に耳を傾ける生徒

国際交流事業でシンガポールに派
遣される平舘高の１、２年生７人が
市長を表敬訪問（３月19日、市役所）

学び考える未来の農業
東北ハイテク研セミナー

　東北地域農林水産・食品ハイテク研究会は２月28
日、松尾コミュニティセンターで、研究機関が育成し
た品種や新技術を紹介するセミナーを開きました。
　産学官が連携して、大豆「貴まる」の普及および商品
化に取り組んできた活動を発展させ、市の今後の農業
の可能性を探り、高めることが目的。参加した市内外
の農家や関係機関の職員ら約5０人は、米やソバなどの
新品種や、超省力を実現する水稲の初冬直播き栽培な
どの新技術に興味を深めました。 貴まるで作った豆腐やみそなどの試食を交えて意見交換

水戸黄門を面白おかしく演じ、満員
の会場を笑いで包んだ寺田喜劇団
（３月10日、寺田コミセンまつり）

若い視点で改善策を提案
県立大生が市の観光と生活交通を調査分析

　県立大生による八幡平市の観光と生活交通に関す
る調査報告会（同大宇佐美研究室、八幡平DMO主
催）が３月７日、市役所で開かれ、市内外の観光・宿
泊・交通事業の関係者ら約3０人が参加しました。
　学生が❶八幡平山頂レストハウスや自然散策バス
の利用者への満足度❷外国人観光客への八幡平の認
知度と魅力❸コミュニティバスの利用状況－の３つ
のテーマを調査し、分析結果や改善案を発表。参加
者と課題改善に向け、意見を交わしました。自然散策バスと路線バスを組み合わせた周遊プランを提案

６年ぶりに開かれた安代地区郷土
芸能まつり。なにゃとやらや神楽
を披露（３月10日、荒屋コミセン）

小林兄弟の活躍に沸く
W杯ジャンプ男子最終戦応援イベント

　W杯ジャンプ男子最終戦応援イベント（市と J
SPORTS共催）は３月24日、市役所多目的ホール棟で開
かれ、１００人を超える市民らが、小林陵侑選手と兄の潤
志郎選手に声援を送りました。
　大型スクリーンにライブ中継が映し出され、元日本
代表コーチを務めた竹内元康さんによる解説のほか、
両選手の今季の活躍を映像を交え、振り返りました。
会場からの熱い声援が届いたのか、陵侑選手は最終戦
を勝利で飾り、市民らに最高の時間をもたらしました。 陵侑選手の優勝を万歳三唱でたたえる市民ら
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